
 

令和８年度 治療と仕事の両立支援セミナーを開催します 

～福島県内の「治療と仕事の両立支援」を考えるシンポジウム～ 

※ 取材（現地）に当たってのお願い 

現場入場者を把握するため、９月９日(水)までに、下記アドレス宛てに① 報道機関名  

② 出席者氏名 ③ 連絡先電話番号をお知らせ願います。 

 出席者等登録用アドレス：kenkouanzenka-fukushimakyoku@mhlw.go.jp 

（福島労働局労働基準部健康安全課） 

福 島 労 働 局 発 表 

令和８年８月 31 日 

 

担 

 

当 

福島労働局労働基準部健康安全課 

 課 長  齋藤 勝 

 産業安全専門官  髙橋 貴大 

 電話０２４－５３６－４６０３（直通） 

 

『治療と仕事の両立支援』とは 

労働者が病気等になっても、治療を受けながら安心して働き続けられるように、事

業場の体制・環境を整備し、必要な就業上の調整や配慮を行う取組です。 

改正労働施策総合推進法により、令和８年４月１日から、職場における治療と仕事

の両立支援の取組が、事業主の努力義務となりました。 

 日 時 ： 令和８年９月１１日 （金) １４時００分～１６時３０分 

 会 場 ： メグレズホール（郡山市向河原町１５９－７ 星総合病院敷地内） 

内 容 ： 第１部 特別講演 

       「治療と仕事の両立支援 ～企業側と医療側が知っておきたいこと～」  

        産業医科大学医学部両立支援科学 准教授 永田昌子 先生 

第２部 シンポジウム 

       座長 福島労災病院 医療ソーシャルワーカー 千葉和義 先生 

① 「治療と仕事の両立支援の努力義務化について」 

② 「産保センターでできる両立支援」 

③ 「福島県内の中小企業における両立支援の取組事例」 

④ 「福島県内の医療機関における両立支援の取組事例」 

参加料 ： 無料 （定員２００名） 

対象者 ： 人事労務担当者や管理監督者及び衛生管理者・産業看護職等の産業保健

スタッフの方 

申込先  ：  福島産業保健総合支援センターホームページ 

からお申し込みください。 

mailto:kenkouanzenka-fukushimakyoku@mhlw.go.jp


 


